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研究の目的 
土の中のミミズなどの分解者が土やそ
こに生える植物にどれほどの影響を与
えているのか知りたかったから。 

 

研究方法および状況 
・数個のプランターを用意する。 
・各プランターに別々の分解者と分解物　
を入れる。 
・土は市販の土を使う。 
・植物の成長を長期間記録する。 
・ミミズと分解物(落ち葉)が入ったプラン
ター 
 ダンゴムシと分解物(落ち葉)が入ったプ
ランター 
 分解物(落ち葉)のみ入ったプランター 
 土だけのプランターを用意する。 
・植物（インゲン豆）の成長を見ることで　　
分解による栄養分の違いをみる。 
 

 

仮説 
ミミズなどの普段見る分解者がいる
方が植物の成長が速い。 

実験結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．仮説通りミミズのプランターが１番　　　
育った。 
２．ダンゴムシのプランターが１番育た　　　
なかった。 
３．６週目に落ち葉のプランターとなしの　　
プランターは同じくらいだった。 

４．なしのプランターに6個とミミズの　　　
プランターに8個の豆がなった。 
５．７週目は枯れていたので結果に　　　
入れなかった。 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今後の課題 
７月ごろから始めた方が良かった。 
母数を増加して更に正確なデータを
とった方が良かった。 

考察 
・仮説と違ってダンゴムシはそこまで　　
育たなかった。 
⇒ダンゴムシの入ったプランターは種
が食べられたので生えている数が少
なかった。 
・育てている途中で寒くなったので、 
　全体的に成長が止まって枯れた。 
 

https://smartagri-jp.com/smartagri/1187
https://smartagri-jp.com/smartagri/1187
https://smartagri-jp.com/smartagri/1187

